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事業所名 児童デイサービスそらがはれ 支援プログラム（参考様式）

児童デイサービス「そらがはれ」では、児童発達支援及び放課後等デイサービスを通じて、児童一人ひとりの意思と人格を尊重し、安心して過ごせる環境の中で適切なサ
ービスを提供することを大切にしています。
また、日々の活動や体験を通して、将来社会に出るための準備を進め、児童がより多くの選択肢を持ち、自分らしく未来を切り拓いていけるよう支援してまいります。

「そらがはれ」では、心身に障がいのあるお子さま一人ひとりの成長を大切にし、集団の中で安心して過ごしながら、周囲との関わりを広げていける力を育んでいきます
。
支援の内容は、5つの領域（健康・生活／運動・感覚／認知・行動／言葉・コミュニケーション／人間関係・社会性）に基づき、お子さまの心身の状況やご家庭の環境に
合わせて、丁寧で効果的な療育を行います。
また、必要なときに必要な支援が届けられるように心がけ、ご家族の安心につながるよう努めてまいります。
さらに、医療機関や学校、児童相談所、自治体など地域の関係機関とも協力し、お子さまやご家庭を支えるための総合的な支援体制を整えています。
そして、将来お子さまが自分の意思で選択し、自立した生活や社会生活を送ることができるよう、日々の支援を通じてその準備を進めます。

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間

毎日の体調をしっかり確認し、元気に過ごせるようにサポートします。
規則正しい生活リズムや生活習慣が身につくように支援します。
着替えや食事、持ち物の整理など、日常に必要な基本的な生活スキルを少しずつ練習していきます。

支　援　内　容

手先を使った遊びや活動を通して、手指の動きをスムーズにしていきます。
姿勢を保ったり体を動かしたりする基本的な運動スキルを育てます。
歩く・走る・ジャンプするなど、体を使った移動能力を伸ばします。
五感（見る・聞く・触れるなど）をバランスよく使えるように支援します。
感覚の特性に合わせた工夫を取り入れ、安心して活動できる環境を整えます。

感覚を通じて学んだことを活かし、できることを少しずつ広げていきます。
見たり聞いたりしたことを行動につなげる力を育てます。
数・色・大小などの基礎的な概念を遊びや活動を通して学びます。
身の回りのこと（着替え・整理整頓など）が自分でできるよう支援します。
お子さまの得意・不得意に合わせて認知の偏りに対応します。
問題行動を未然に防ぎ、安心して過ごせる工夫を行います。
時間や空間の理解を深め、適切な行動につながるよう支援します。



言語 コミュニケーション

人間関係 社会性

本
人
支
援

言葉の理解や表現を促し、会話の力を育てます。
指さし・ジェスチャー・サインなどを活用して、気持ちや考えを伝えられるようにします。
絵本や活動を通して、読み書きの基礎を身につけます。
人とのやりとりを楽しみながら、自然なコミュニケーション力を高めます。

保護者の子育てや生活に関する相談に応じます。
ごきょうだいの関わり方などについても一緒に考えます。
就学や進学に向けた準備を保護者と一緒に支援します。

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

移行支援

就学や進級など、お子さまの成長に応じた「次のステップ」への準
備をサポートします。
学校生活に必要な生活習慣や社会性を身につけられるよう支援しま
す。
ご家庭や学校、関係機関と連携し、一貫した支援を行います。
将来、社会の中で自分らしく生活できるよう、体験や学びの機会を
広げていきます。

医療機関、学校、児童相談所、自治体などと連携し、必要に応じて総合
的な支援を行います。

職員の質の向上

定期的な研修や勉強会を通じて、支援に必要な知識や技術を高めて
います。
職員同士の情報共有や振り返りを大切にし、チームとしてより良い
支援を目指します。
保護者や地域の声を取り入れながら、柔軟で安心できる支援を提供
できるよう努めています。
処遇改善加算を活用し、働きやすい環境を整えることで、安定した
支援体制を維持しています。

そらがはれでは、季節を感じられる行事や地域との交流を大切にしています。
お花見や夏祭り、ハロウィンやクリスマスなどのイベントを通じて、楽しい体験をしながら友だちや地域の人との関わりを広げています。
また、誕生日会や避難訓練など、日常の中で大切な経験も取り入れています。

言葉の理解や表現を促し、会話の力を育てます。
指さし・ジェスチャー・サインなどを活用して、気持ちや考えを伝えられるようにします。
絵本や活動を通して、読み書きの基礎を身につけます。
人とのやりとりを楽しみながら、自然なコミュニケーション力を高めます。


